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511

/ 20,054
11.39

20.9%

24,282
1.53

19.5%

24,352

28.5%

13,415
0.87

25.1%

19,011
1.21

31.5%

11,582
0.75

34.4%

( / )

13.1km/h
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※国道３号沿線の
主な産業団地

産業団地

北九州市
(人口94万人)

福岡市
(人口161万人)

写真 ②写真 ①

令和5年度開通
予定（4/4）

岡垣町

遠賀町

芦屋町

宗像市

福津市

古賀市

新宮町

福岡市

北九州市

水巻町

中間市

鞍手町

宮若市

直方市

久山町

おかがき

《整備効果》

■ 国道３号岡垣バイパスは、北九州市と福岡市を結ぶ国道３号の２車線区間を４車線化することにより、交通ボトル

ネックを解消し、信頼性の高いネットワークを構築するとともに、対面通行区間を解消し、安全・安心の確保を目的

とする４車線拡幅事業。

■ 岡垣バイパスの整備により、事故等による交通規制のリスクが軽減され、物流の速達性、定時性が確保されることで

地域産業を支援。

国道３号 岡垣バイパス【直轄】
道路－２

おか がき

事業区間：福岡県遠賀郡岡垣町山田

～宗像市武丸

延 長：４．０ｋｍ

全体事業費： ８７億円

Ｒ５当初：７．７億円（事業費）

おんが おかがき まち やまだ

《諸元等》

むなかた たけまる

《路線位置図》

野間ランプ
⼭⽥ランプ

おか がき

至 福岡市

至 北九州市

【写真 ①】岡垣バイパス

（R3.4撮影） 至 福岡市

至 北九州市

【写真 ②】迂回路（県道・町道経由）

（R3.4撮影）

▲ 北九州と福岡の都市圏を結ぶ交通網資料：国勢調査 居住人口(R2)
福岡県商工部企業立地課 福岡県の産業団地(R3年度)

岡垣バイパス
通行止め時の交通状況
（R3.4.9 事故発生時）

▲

〇片側２車線の信頼性の高いネットワーク構築により、交通事故等に
よる交通規制リスクを軽減

《位置図》

令和5年度開通予定（4/4）

▲ 迂回時の所要時間
（岡垣バイパス通行止め時）

資料：通行止時：ETC2.0データ
（R3.4.9(金)12:46～13:13）

通常時 ：ETC2.0データ
（R3.4 平日12:46～13:13）
※ただしR3.4.9(金)は除く

（分）

通常時
（岡垣BP経由）

迂回時
（県道・町道経由）

６分

２２分

岡垣町

遠賀町

通常時 6分
【岡垣BP経由】

迂回時 22分
【県道･町道経由】

事故発生 約４倍

写真 ②写真 ①

約4倍

おか がき

全線開通

岡垣バイパス
延長 4.0㎞



⾄ ⼩郡市

■（主）鳥栖朝倉線は、佐賀県鳥栖市を起点とし、福岡県小郡市を経て、福岡県朝倉市に至る延長２３ｋｍの広域的な

幹線道路。当該区間は、国道３号と（主）久留米小郡線を結ぶ道路であり、九州縦貫自動車道の小郡鳥栖南ＳＩＣへ

のアクセス機能を有する道路。

■（主）鳥栖朝倉線と小郡鳥栖南ＳＩＣを一体的に整備することで、鳥栖商工団地等の物流拠点から九州縦貫自動車道

へのアクセス性向上による物流の効率化や新たな企業誘致、雇用の創出など地域産業の活性化に期待。

（主）鳥栖朝倉線 味坂SIC（仮称）工区【補助】

《位置図》 《諸元等》

事 業 区 間：佐賀県鳥栖市酒井西町

～福岡県小郡市福童

延 長： １．６ｋｍ

全体事業費： １２２億円

Ｒ ５ 当 初： ２０.１億円（事業費）

（うち福岡県５.７億円，佐賀県１４.４億円）

と す さ か い にしまち

ふ く ど う

と す あ じ さ か

と す お ご お り あ さ く ら

く る め お ご お り と す みなみ

▲ 国道３号渋滞状況

写真①《現地状況写真》

▲ 鳥栖商工団地での仕分け状況

※平成28年4月の熊本地震時には支援物資
の集積地として被災地への供給を実施

《路線位置図》

佐賀県：延長1.0km 福岡県：延長0.6km

鳥栖商工団地

事 業 中

凡 例

（主）鳥栖朝倉線 味坂ＳＩＣ（仮称）工区 延長1.6km

あ さ く ら

お ご お り

(主）鳥栖朝倉線
（味坂SIC（仮称）工区）

福岡県

佐賀県

至 久留米市
至 佐賀市

至 小郡市

国道３号は
慢性的な

交通渋滞が発⽣

写真撮影方向

全線開通

とす あさくら あじさか

R5年度開通予定

○物流の効率化により、地域産業の活性化や企業誘致を促進
○第１次緊急輸送道路である九州縦貫自動車道へのアクセス向上により、迅速な救
援・救助、復旧・供給活動を支援

《整備効果》

⾄ ⿃栖市街

写真②

▲ 現地の状況（R5.2.22時点）

②①

小郡鳥栖南ＳＩＣ

Ｎ

⾄ 筑紫野市

⾄ 久留⽶市

⾄ 久留⽶市

⾄ 筑紫野市

Ｎ

（主）鳥栖朝倉線

とす

お ご お り

H27ｾﾝｻｽ将来交通量推計

6 

2 

0
1
2
3
4
5
6
7

⇒鳥栖IC ⇒味坂SIC(仮称)

４分短縮

鳥栖商工団地から最寄ICへの所要時間

所
要
時
間
（
分
）

［小郡鳥栖南ＳＩＣ整備時］

複数の高速道路ＩＣの選択が

可能となる

小郡鳥栖南ＳＩＣ
おごおりとすみなみ

小郡鳥栖南ＳＩＣ
おごおりとすみなみ

小郡鳥栖南SIC

道路－３

と す あさ くら

と す あさ くら

※IC名称を小郡鳥栖南SICに名称決定しました。
おごおり と す みなみ

お ご お り と す みなみ
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国道201号現道
⼋⽊⼭バイパス

《整備効果》

事業区間：福岡県糟屋郡篠栗町篠栗

～飯塚市弁分

延 長：１３．３ｋｍ

全体事業費： ３８１億円

Ｒ５当初：５５．７億円（事業費）

かすや ささぐり まち ささぐり

《諸元等》

いいづか べんぶん

■ 国道２０１号八木山バイパスは、福岡都市圏と筑豊地域を結ぶ国道２０１号の２車線区間を４車線化することにより、

交通ボトルネックを解消し、信頼性の高いネットワークを構築するとともに、対面通行区間を解消し、安全・安心の

確保を目的とする４車線拡幅事業。

■ 八木山バイパスの整備により、事故や積雪時のスタック車両等による交通規制のリスクが軽減され、物流の速達性、

定時性が確保されることで地域産業を支援。

国道２０１号 八木山バイパス【直轄】 道路－４

や き やま ちく ほう

や き やま

《路線位置図》

筑穂
トンネル

九郎原
トンネル

ちく ほ

く ろう ばる

や き やまふく おか ひがし いい づか しょう ない た がわ

筑穂IC
ちく ほ

写真 ①
写真 ②

延長5.6km
R6年度開通予定

延長7.7km
R11年度開通予定

ゆ
く
は
し

資料：交通事故統合データベース
（H30～R3）

至 福岡市

至 行橋市

H28.8.31
正面衝突事故

約 6 時間通行止め

（穂波西IC付近）

【写真 ②】正面衝突事故の発生状況

〇片側２車線の信頼性の高いネットワークの構築により、
積雪時や交通事故による交通規制リスクを軽減

福岡県

　八木山バイパス

《位置図》
やきやま

正面衝突事故の発生割合

継続

※有料道路事業と公共事業の組み合わせによる整備方式

H30.1.10
積雪時

約 7 時間通行止め 至 福岡市

至 行橋市
（篠栗IC付近）

【写真 ①】スタック車両の発生状況

（件）

増加傾向

資料：一般交通量調査（H9～R3）
※H22は無料化社会実験中

▲通行規制の発生状況

資料：国土交通省資料

▲八木山バイパスの大型車交通量

増加傾向

（百台/⽇）

※合計値は表示桁数の関係で一致しないことがある

（％） 県平均の
約4倍

や き やま

八木山バイパス 福岡県内直轄国道

２車線区間



2.50

3.25 1.503.25 3.00 歩道
12.502.50

1.50
自転車
通行帯

車道車道車道自転車
通行帯

歩道

1.49

0.88 3.33 2.17 3.24 1.42

11.04

歩道

車道 車道

歩道

1.50

ゼブラ 路肩路肩

14.03

《計画横断図》

現況

計画
（単位：m）

（単位：m）

福岡３号 交通安全対策【直轄】 道路－５継続

■当該箇所は、右折レーン長不足により、右折車が後続直進車の進行の妨げとなる追突事故が発生。

さらに近傍の小学校に至る市道との交差点部の歩行者溜まりも狭く、歩行者の安全も確保されていない状況。

■本事業において、右折レーンの延伸や歩行者溜まりの整備により、交通事故防止を図る。

《位置図》 《現地状況写真》《諸元等》

事 業 区 間：福岡県八女市吉田

延 長：０．３ｋｍ

Ｒ ５ 当 初：２．１億円（事業費）

や め よ し だ

《計画平面図》

福岡県

事業箇所

〇国道３号 吉田交差点改良
よし だ

（A-A断面)
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吉田交差点

写真②

写真①

吉田交差点改良 延長 ０．３km
よし だ

⾄
熊
本
市

吉田交差点
よし だ

⾄⻑峰⼩学校
ながみね

Ａ

Ａ

写真① 写真②

狭小な歩行者溜まり狭小な歩行者溜まり

⾄ 久留⽶市

⾄ 久留⽶市

⾄ 熊本市

右折レーン長の不足右折レーン長の不足
⾄ 熊本市



《路線位置図》

国道208号
今古賀地区電線共同溝

写真

柳川市役所

西鉄柳川駅

■無電柱化は、防災、安全かつ円滑な交通の確保、良好な景観の形成等を図ることを目的として事業を推進。

■当該箇所の無電柱化を図ることで、災害時における緊急輸送道路の確保並びに安全で快適な歩行空間の確保を図ると

ともに、良好な都市景観の形成に向けたまちづくりを支援。

福岡２０８号 電線共同溝【直轄】 道路－６

○国道２０８号 今古賀地区電線共同溝

《諸元等》

事 業 区 間：福岡県柳川市三橋町今古賀

～柳川市三橋町下百町

延 長：１．２ｋｍ（両側）

全体事業費 ： １４億円

Ｒ ５ 当 初：１．２億円（事業費）

《位置図》

い ま こ が

・道路の地下空間を活用して電力線、通信線等を
まとめて収容する手法

・電柱の倒壊による道路閉塞の事例

みつはしまち いま こ が

みつはしまち しもひゃくちょう

（出展：国土交通省HP）

《整備の必要性》 《電線共同溝とは》

今古賀地区電線共同溝

208
福岡県

至）大川市 至）大川市

継続

至）大牟田市

国土地理院地図を加工して作成

《現地状況写真》

※工事着手前

至：大牟田市

至：大川市

やながわ

やながわ



佐賀県

■無電柱化は、防災、安全かつ円滑な交通の確保、良好な景観の形成等を図ることを目的として事業を推進。

■当該箇所の無電柱化を図ることで、災害時における緊急輸送道路の確保並びに安全で快適な歩行空間の確保を図ると

ともに、良好な都市景観の形成に向けたまちづくりを支援。

佐賀３４号 電線共同溝【直轄】 道路－７

○国道３４号 武雄地区電線共同溝

《諸元等》

事 業 区 間：佐賀県武雄市武雄町大字昭和

～武雄市武雄町大字武雄

延 長：２．０ｋｍ（両側）

全体事業費 ： ２６億円

Ｒ ５ 当 初：０．２億円（事業費）

《位置図》

《路線位置図》

た け お 《現地状況写真》

・道路の地下空間を活用して電力線、通信線等を
まとめて収容する手法

・電柱の倒壊による道路閉塞の事例

武雄地区電線共同溝

（出展：国土交通省HP）

《整備の必要性》 《電線共同溝とは》

たけ お たけ お ちょう しょうわ

たけ お たけ お ちょう たけ お

武雄温泉駅

武雄市役所

写真

新武雄病院

国道３４号
武雄地区電線共同溝

至）佐賀市

至）嬉野市

武雄高校

凡 例

整備済

整備中

防災拠点等

至：佐賀市

至：嬉野市

至）佐世保市

35

※工事着手前

国土地理院地図を加工して作成

新規



道路－８新規

《位置図》 《諸元等》 《現地状況写真》

《路線位置図》 《整備効果》

事 業 区 間：佐賀県伊万里市木須町

～伊万里市二里町八谷搦

延 長：０．８ｋｍ

全体事業費： ６億円

Ｒ ５ 当 初：０．２億円（事業費）

い ま り き す ちょう

い ま り に り ちょう はち や がらみ福岡県

佐賀県

松島工区長崎県

○当該道路を4車線化（現道拡幅）することで、円滑な交通を確保。

○高規格道路との連携により、更なる物流の効率化や沿線都市間の

交流促進に期待。

写真②

道路拡幅

伊万里東府招IC
い ま りひがしふまねき

伊万里中IC（仮称）
い ま り なか

伊万里西IC（仮称）
い ま り にし

松島工区 延長 0.8㎞
まつしま

七ツ島
工業団地

久原地区
工業団地

伊万里湾

くばら

いまり

ななつじま

事 業 中

供 用 中

当該箇所

凡　例

楠久IC（仮称）
くす く

E35

■国道２０４号 松島工区は、現在整備中の「西九州自動車道」伊万里中ＩＣ（仮称）へのアクセス道路として、交通

の円滑化等に資する道路。

■伊万里中ＩＣ（仮称）と一体的な整備により、伊万里港の東西に立地する工業団地（七ツ島工業団地、久原地区工業

団地）などへの物流効率化が図られ、地域産業活動の支援に期待。

まつ しま い ま り なか

なな つ じま く ばら

国道２０４号 松島工区【補助】
ま つ し ま

▲IC供用後の交通量増加に対応

（道路拡幅：2車線→4車線）

▲IC整備による交差点の新設

至 唐津市

至 伊万里市街

写真①

▼伊万里港におけるコンテナ貨物取扱の様子

▼伊万里港から各方面へ陸送

至 唐津市

至 伊万里東府招IC

整備中の
西九州自動車道

い ま り なか い ま り

E35

E35

七ツ島工業団地
ななつじま

伊万里西IC（仮）

楠久IC（仮）

伊万里中IC（仮）

山代久原IC（仮）

い ま りなか

い ま りにし

くすく
やましろくばら

②

至 福岡県糸島市至 唐津市

至 福岡県糸島市

至 有田町

③

くばら

久原地区工業団地

写真③

写真④

④

①

伊万里港



■国道２０２号唐津バイパスは、佐賀県の唐津市東部に位置し、交通環境（渋滞・事故）の改善を目的とする道路。

■唐津バイパスの４車線化整備により、渋滞のボトルネックが解消されることで、死傷事故率の低減や旅行速度が向上し、

交通安全性や物流・救急搬送活動等の円滑な移動を確保しつつ、一般県道虹の松原線の交通規制時においては代替路の

確保及び幹線道路機能の向上による沿線地域の日常生活の支援に期待。

国道２０２号 唐津バイパス【直轄】

《位置図》

事業区間：佐賀県唐津市鏡

～唐津市和多田大土井

延 長：１．３ｋｍ

全体事業費： ６０億円

Ｒ５当初：１．５億円（事業費）

か ら つ わ た だ

《諸元等》

《路線位置図》

《対象区間の課題と整備効果》

▲渋滞の発生に伴う周辺生活道路への交通流入

か ら つ

道路－９継続
か ら つ

【写真②】周辺の生活道路に流入する通過交通

至 福岡市方面

至 唐津市中心部

東唐津小学校

通勤・通学時間帯には
生活道路や通学路へ
渋滞を避けた交通が迂回進入

主要渋滞箇所

鏡山小学校

通学路指定区間

高速道路

一般国道

主要地方道

一般県道

凡 例

４車線以上

２車線以下

7時台 11.2 23.9 30.6 17.0 18.7 21.6 30.2 36.1 35.1 49.2 37.9 26.5 43.9 41.2 32.1 34.6 50.3 52.6 53.5 46.2 53.6 41.4 47.7 45.4

7時台 35.7 40.9 32.2 11.3 21.2 56.5 60.5 62.0 62.0 60.9 25.5 35.4 44.2 48.8 35.5 40.0 56.7 57.4 54.5 40.3 36.4 45.7 20.3
上
り

下
り ETC2.0プローブ情報

（ R3.12.7 平日7時台）

至

唐
津
市
中
心
部

至

福
岡
市
方
面

21,018台/日

唐津バイパス

か ら つ

か ら つ

か が み

お お ど い

【写真①】唐津バイパスの渋滞発生状況

至 唐津市中心部

至 福岡市方面

にじ まつ ばら

【第３次救急医療施設】

唐津
赤十字病院

20km/h未満

20～30km/h

30～40km/h

40～50km/h

50km/h以上

唐津バイパス
E35

虹の松原線通行規制

虹の松原線

強⾵注意報発令（平均⾵速10m/s）を⽬安に、
現地状況に応じて通⾏⽌め

高速道路

一般国道

主要地方道

一般県道

凡 例

４車線以上

２車線以下

国道202号は
通行規制時の

迂回ルート

14,893台/日

10,038台/日

20km/h未満

20～30km/h

30～40km/h

40～50km/h

50km/h以上

至

唐
津
市
中
心
部

至

福
岡
市
方
面

#N/A 15.1 28.6 32.8 17.4 18.5 19.9 22.8 26.9 32.2 44.3 35.5 25.5 38.1 34.4 32.7 31.5 49. 0 50. 7 52.6 44.8 49.0 34.1 38.1 39.0
#N/A 16.5 34.7 24.7 19.4 21.7 30.3 34.1 35.9 42.0 50.0 35.5 23.5 39.8 35.7 33.7 31.6 50. 4 52. 7 53.0 45.8 49.4 36.0 40.5 42.5

7時台
8時台

.3 13.4 28.8 37.7 14.0 15.5 12.9 12.6 14.1 13.7 18.4 17.8 15.2 19.3 20.2 24.0 31.9 51.7 51.5 55.6 47.6 48.6 33.9 36.1 37.6

.6 25.2 43.3 43.3 20.5 12.7 9.5 9.1 8.3 9.3 10.3 10.1 10.7 19.3 27.5 31.1 26.9 49.4 51.2 54.5 48.7 49.1 34.2 41.6 47.6
7時台
8時台

下り方向の

旅行速度

国道２０２号

▲(県道)虹の松原線の通行規制時の状況

通行規制時

平常

平常時︓ETC2.0プローブ情報
(R2.4-R3.3)平⽇平均
通⾏規制時︓ETC2.0プローブ情報
(R2.9.3)

にじ まつ ばら

唐津
赤十字病院

【第３次救急医療施設】

福岡県

至 福岡市

E35
唐津市

か ら つ し

至 伊万里市

唐津バイパス

延長1.3㎞

323

至 佐賀市

伊万⾥市
い ま り し

497

202

203202

204

唐津IC

浜玉IC

二丈鹿家
IC

吉井
IC

鹿家IC

唐津千々賀山田IC

北波多
IC

南北波多谷口IC

玄海町役場

唐津市役所

渋滞発生・事故多発

渋滞発生・事故多発

か ら つ

佐賀県

佐
賀
県
唐
津
市
和
多
田
大
土
井

か
ら

つ

わ

た

だ

お
お

ど

い

佐
賀
県
唐
津
市
鏡

か
ら

つ

か
が
み

▲国道202号(対象区間)整備時の速度変化

当該区間整備により、
容量を確保し国道２０２
号の速度向上

※現 況 ：ETCプローブ情報（Ｒ3.12.7 平日7時台）
整備後：ETCプローブ情報（Ｒ3.12.7 平日7時台）

隣接4車線区間の速度



《諸元等》

事 業 区 間 ：佐賀県伊万里市南波多町府招

～伊万里市東山代町長浜

延 長 ： ６．６ｋｍ

全体事業費 ： ３３９億円

Ｒ ５ 当 初：１７．２億円（事業費）

い ま り みなみ は た ちょう ふ まねき

ひがしやましろちょう なが はまい ま り

■国道４９７号伊万里道路は、西九州自動車道の一部を構成し、九州北西部地域の地域経済の活性化、高速定時性の確保

等に寄与するとともに、伊万里地域の幹線道路である国道２０２号の代替機能確保を目的とする道路。

■伊万里道路の整備により、所要時間の短縮による物流効率化を促進し、地域拠点間の連携確保の強化に期待。

い ま り

い ま り

い ま り

■西九州道の開通に伴う伊万里港コンテナ取扱量の推移
い ま り

H30.3
南波多谷口IC～
伊万里東府招C

開通

H17.12
浜玉IC～唐津IC

開通

H21.12
二丈鹿家IC～

浜玉IC
開通

H24.3
唐津IC～

唐津千々賀山田IC
開通

単位：TEU＝20フィート換算のコンテナ取扱個数

（百TEU）

開通前と比べて
約23倍に増加

H10.9
今宿道路
一部開通

H13.10
今宿道路
一部開通

H15.11
今宿道路
一部開通

出典：佐賀県伊万里港振興会HP

128分
98分 86分

0

30

60

90
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150

H17

唐津伊万里道路

整備前

H30

伊万里東府招ICまで

開通後

将来

伊万里道路

整備後

所
要
時
間

(分)

約30分

短縮 約12分

短縮

資料：H17道路交通センサス（平日混雑時速度）
H30 ETC2.0プローブデータ（H30.4～H31.3 ）

平日朝（7～9時）及び夕方（17～19時）のピーク時における平均旅行速度
※将来、伊万里道路は80km/hで試算

■西九州道の整備による所要時間の変化

■伊万里市から福岡方面搬送時の利用経路
い ま り

《位置図》

：輸送ルート

伊万里港
伊万里団地
長浜Ｃ団地

西 九 州 自 動 車 道

福岡や九州外の
港・空港から海外へ

シリコンウェーハ
（半導体基盤材料）

伊万里
松浦道路

延長 17.2km

伊万里道路
延長 6.6km

唐津伊万里道路
延長 18.1km

唐津道路
延長 10.4km

佐賀県

今宿道路
延長 17.5km

福岡県

倉庫

(福岡県糟屋郡宇美町)
かす や う み

国道４９７号 伊万里道路【直轄】 道路－１０継続
い ま り

※シリコンウェーハ取扱量を含む

H27.2
北波多C～

南波多谷口IC
開通



佐賀２０２号 交通安全対策【直轄】 道路ー１１継続

《位置図》

《平面図》

《計画平面図》

事業箇所

写真①

⾄ ⽷島市

⾄ 伊万⾥市

北波多小学校

北波多中学校

《諸元等》

事 業 区 間：佐賀県唐津市北波多徳須恵

延 長：０．５ｋｍ

Ｒ ５ 当 初：１．５億円（事業費）

から つ きた は た とく す え

徳須恵歩道整備 延長０．５ｋｍ
とく す え

きた は た

きた は た

きた は た

きた は たとく す え

⾄ ⽷島市

⾄ 伊万⾥市

写真①

《現地状況写真》《計画横断図》

北波多小学校

北波多中学校

■幹線道路における安全・安心な道路交通環境の創出を目的に事業を推進。

■当該箇所の交通安全対策により、歩行者が安全・安心に通行できる歩行空間の確保、死傷事故件数の減少が期待。

○国道２０２号 徳須恵歩道整備
とく す え

徳須恵歩道整備
延長0.5km

とく す え

⾄ 伊万⾥市

⾄
⽷
島
市

現況

計画
（単位：ｍ）

路肩 路肩

0.75 3.25 3.25

8.00

車道 車道

0.75

（単位：ｍ）

学校指定の通学路
歩道整備区間

凡 例

⽂
⽂

（A-A断面)

A

A

⾄ 伊万⾥市

⾄ ⽷島市

写真②



凡 例

■幹線道路における安全・安心な道路交通環境の創出を目的に事業を推進。

■当該箇所の交通安全対策により、歩行者が安全・安心に通行できる歩行空間の確保、死傷事故件数の減少が期待。

佐賀２０３号 交通安全対策【直轄】 道路－１２新規

○国道２０３号 別府歩道整備
べ ふ

《位置図》 《諸元等》

事業箇所

《計画横断図》

現況

計画

（単位：ｍ）

路肩 路肩

0.75 3.25 3.25

8.00

車道 車道

0.75

（単位：ｍ）《平面図》

※令和３年９月２２日に地元学校、警察、自治体、道路管理者で合同点検を実施。（写真②）

国 道

ROUTE
203

東部中学校前交差点
とう ぶ ちゅう がく こう まえ

東多久駅前交差点
ひがし た く えき まえ

⽂
至

小
城
市

至

唐
津
市

東原庠舎東部校
とうげんしょうしゃ とう ぶ こう

別府歩道整備
延長0.3km

べ ふ

事 業 区 間：佐賀県多久市東多久町別府

延 長：０．３ｋｍ

Ｒ ５ 当 初：０．１億円（事業費）

た く ひがし た く まち べ ふ

学校指定通学路
歩道整備区間

《現地状況写真》

至 唐津市

至 小城市

写真①

至 小城市

写真②

至 唐津市

（A-A断面)

A

A



事 業 区 間 ：長崎県長崎市滑石２丁目

～西彼杵郡時津町野田郷

延 長：１．４ｋｍ

全体事業費： ７０億円

Ｒ ５ 当初：０．４億円（事業費）

■（主）長崎畝刈線 滑石工区は、現在事業中の高規格道路長崎南北幹線道路の滑石インターチェンジ（仮称）への１

次アクセス道路として、長崎市街と時津町とのネットワークの一部を形成する道路。

■（主）長崎畝刈線 滑石工区の整備により、並行する国道２０６号の朝夕の慢性的な交通混雑の緩和および安全性の向

上に期待。

（主）長崎畝刈線 滑石工区【補助】 道路－１３新規
な が さ き あ ぜ か り な め し

な め し な が さ き な ん ぼ く

に し そ の ぎ とぎ つ ちょう の だ ご う

なめし

時津IC

滑石IC (仮称)

西彼杵道路

井手園交差点

横道交差点

📷①

ほうようだい

豊洋台

なるみだい

鳴見台

至：長崎市街

至：佐世保市

至：西海市

長
与
町

み え

三重地区

ながさき あぜかり

(主)長崎畝刈線

⾄ ⻑崎市街

⾄ 佐世保市

滑石IC 
(仮称)

時津IC

長崎市街

国道２０６号を経由せず

滑石IC（仮称）へアクセス可能

《路線位置図》

📷②

事 業 中

凡 例

調 査 中

供 用 中

当 該 箇 所

主要渋滞箇所

1.20

0.80

0.40

0

1.52 0.97
1.60

改善

整備前 整備後

改善

整備前 整備後

混
雑
度
の
低
減

旅
行
速
度
の
向
上

⾄ 佐世保市

⾄ ⻑崎市街

と ぎ つ ち ょ う

なが さき あぜ かり

《位置図》 《諸元等》 《現地状況》

《整備効果》

長崎南北幹線道路

長崎南北幹線道路

西彼杵道路

井手園
交差点

(主）長崎畝刈線

▲ 国道２０６号渋滞状況

写真① 写真②

○国道206号を経由せず、滑石IC

（仮称）へのアクセスが可能。

○交通の分散により、国道206号の

交通混雑の緩和、安全性の向上。

新長崎漁港

滑石工区

19.0km/h

横道
交差点

国道２０６号の効果
（井手園交差点～横道交差点）

27.1km/h

時津町

時津町

長崎市

横道交差点
井⼿園交差点

至：諫早市

なめし

滑石工区 延長1.4km

にしそのぎ

ながさきなんぼくかんせん

いでぞの

よこみち

川平有料道路
かわひら

整備前：H27ｾﾝｻｽ現況再現
整備後：H27ｾﾝｻｽ将来交通量推計

整備前：ETC2.0ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀ(R3.4～R4.3)
整備後：H27ｾﾝｻｽ将来交通量推計

なが さき あぜ かり な め し



R4.5 長野IC～栗面IC開通

R2.3 小船越IC～諫早IC開通

■国道５７号森山拡幅は、高規格道路「島原道路」の一部を構成し、広域ネットワークの形成、国道５７号の交通混雑

の緩和や交通安全性の向上等を目的とする道路。

■森山拡幅の整備により、広域交通拠点間の所要時間短縮や高速定時性が確保され、観光交流や物流効率化を促進し、

地域拠点間の連携確保の強化に期待。

《位置図》 《諸元等》 《整備効果》
至長崎

写真①:
事業中区間の混雑状況

▲ 長崎県の農業産出額
（野菜）の割合

資料：市町村別農業産出額（推計）
（令和2年,農林水産省）

▲ ブロッコリーの作付面積・出荷量の推移（長崎県）

資料：作物統計調査, 市町村別農業産出額（推計）
（令和2年,農林水産省）

5,770 5,790 6,330 6,230 8,780 8,890

569 591
649

737

902 931

0

200

400

600

800
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2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

H23 H25 H27 H29 R1 R2

（ha）（トン）

出荷量 作付面積

H25 愛野森山バイパス開通

H29.12 吾妻愛野バイパス開通
H30.3 栗面IC～小船越IC開通

《路線位置図》

資料：現況はH27全国道路･街路交通情勢調査
開通後は将来交通量推計に基づく予測値

現道交通量が
約６割減少

▲事業中区間の交通量の変化原城跡（世界遺産）

雲仙地獄

島原城

【所要時間の算出方法】
［全線未整備］

・H9道路交通センサス（混雑時旅行速度）
［令和6年度時点］

・H27全国道路･街路交通情勢調査（混雑時旅行速度）を基本
・H27年度から令和6年度までの島原道路の開通区間
（森山東IC～森山西ICを含む）は80km/h（設計速度）

［将来］
・H27全国道路･街路交通情勢調査（混雑時旅行速度）を基本
・未開通区間（未指定区間）：80km/h（設計速度）

▲ 諫早IC・新幹線諫早駅から
南島原市役所までの所要時間

106 分

87 分

60 分

島原道路全線未整備

令和6年度時点

(島原道路区間を利用）

将来

（島原道路全線整備後）

約19分
短縮

約27分
短縮

⾃専道整備による
通過交通の転換により

混雑緩和
241

97
133

1.72 

0.69 
0.95 

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

0

100

200

300

現道 現道 自専道部

現況 開通後

混
雑
度

交
通
量
（
百
台
/
日
）

もり やま しま ばら

もり やま

ブロッコリーの
総合集荷場

0 10km

諫早IC

関⻄・関東⽅⾯へ

2022年9月開業

①

島原半島の観光客数(Ｒ１)

約401万人 (県内シェア15％)

資料：長崎県観光統計(R1)

南島原市役所

諫早駅

写真撮影箇所
及び撮影方向

①

国道５７号 森山拡幅【直轄】 道路－１４
も り や ま

部分開通

事 業 区 間 :長崎県雲仙市愛野町乙

～諫早市長野町
延 長 ： ７．６ｋｍ

全体事業費 ： ５９４億円

Ｒ ５ 当 初 ：１７．７億円（事業費）

うんぜん あい の まち

いさはや ながのまち



事 業 区 間 ：長崎県松浦市志佐町

～北松浦郡佐々町沖田免
延 長 ：１９．１ｋｍ

全体事業費 ： ９０７億円

Ｒ ５ 当 初 ： ９２.０億円（事業費）

国道４９７号 松浦佐々道路【直轄】

■国道４９７号松浦佐々道路は、西九州自動車道の一部を構成し、九州北西部地域の地域経済の活性化、高速定時性の確

保等に寄与するとともに、県北地域の唯一の幹線道路である国道２０４号の代替機能確保を目的とする道路。

■松浦佐々道路の整備により、周辺市町へのアクセス向上や、所要時間が短縮され、新たな企業立地や雇用創出など、地

域産業の活性化の支援に期待。

《位置図》 《諸元等》

《路線位置図》

まつうら

きたまつうら

まつ うら さ ざ

し さ ちょう

さ ざ ちょう おき た めん

自）松浦市志佐町
まつうら しさちょう

至）北松浦郡佐々町沖田免
きたまつうら さざちょう おきためん

道路－１５継続

①平戸市工業団地

④堂山工業団地

③松浦市東部工業団地

②ウエストテクノ佐世保

Ｈ31分譲開始
入居率100%（R3末時点）

Ｈ30分譲開始
入居率100%（R3末時点）

Ｈ25分譲開始
入居率74.6%（R3末時点）

Ｈ25分譲開始
入居率100%（R3末時点）

１ ４

３

５

２

【将来】西九州自動車道全開通

資料：西九州自動車道区間は設計速度80km/hで算出

資料：H25プローブデータより集計

【現況】西九州自動車道一部開通

⑤御橋工業団地

Ｈ22分譲開始
入居率100%（R3末時点）

まつ うら さ ざ

まつ うら さ ざ

3 5 
10 

17 18 20 22 
31 34 38 

43 47 
52 

0
10
20
30
40
50
60

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

（社）

⻑崎県（松浦市・平⼾市・佐世保市）
▲沿線自治体の進出企業数推移（累積）

※資料：各市町村提供資料及び各市町村ホームページ

H27.2 北波多IC～南波多谷口IC開通（佐賀県）

H27.3 山代久原IC～今福IC開通（佐賀県）

H24.3 唐津IC
～唐津千々賀IC開通（佐賀県）

H23.9 相浦中里IC

～佐々IC開通（長崎県）

H21年以降で49社進出

H25.3 唐津千々賀IC

～北波多IC開通

（佐賀県）

H22.2 佐世保みなとIC～

相浦中里IC開通（長崎県）

H30.12 調川IC

～松浦IC開通（長崎県）

H29.11今福IC～調川IC開通（佐賀県・長崎県）

H30.3 南波多谷口IC～伊万里東府招IC開通（佐賀県）

《整備効果》

１ 主な工業団地５～



道路ー１６新規

■当該箇所は、交差点部の右折レーンが食い違い形状となっているため、対向直進車への視認性の低下による右折時

事故が発生している状況。

■本事業において、交差点の右折レーンシフトの整備により、交通事故防止を図る。

《諸元等》

事 業 区 間：長崎県佐世保市本島町

延 長：０．３ｋｍ

Ｒ ５ 当 初：０．１億円（事業費）

さ せ ぼ もと しま ちょう

《位置図》

事業箇所

《計画平面図》

《現地状況写真》

《計画横断図》

計画
（単位：m）

1.683.253.252.60 1.503.003.002.50

27.90

3.250.86 3.00

現況

○国道３５号 本島地区事故対策
もと しま

至 佐々町

至 川棚町

至

佐
々
町

本島地区事故対策 延長０．３ｋｍ

本島町交差点京町交差点

もとしま

長崎３５号 交通安全対策【直轄】

ブレーキを踏む直進車ブレーキを踏む直進車

視認性の悪さによる
無理な右折の発生
視認性の悪さによる
無理な右折の発生

もと しま ちょうきょう まち

（単位：m）

車道 車道 車道 車道車道 車道 車道

路
肩

路
肩

写真

A

A

（A-A断面)

至

川
棚
町



佐世保市役所

佐世保市総合医療センター

JR日宇駅

佐世保中央IC

佐世保市消防局中央消防署

佐世保警察署

至）佐々町

西九州道

JR佐世保駅

至）佐賀県有田町

3535

■無電柱化は、防災、安全かつ円滑な交通の確保、良好な景観の形成等を図ることを目的として事業を推進。

■当該箇所の無電柱化を図ることで、災害時における緊急輸送道路の確保並びに安全で快適な歩行空間の確保を図ると

ともに、良好な都市景観の形成に向けたまちづくりを支援。

長崎３５号 電線共同溝【直轄】 道路－１７

○国道３５号 大和地区電線共同溝

《諸元等》

事 業 区 間：長崎県佐世保市大和町

～佐世保市藤原町

延 長：２．４ｋｍ（両側）

全体事業費 ： ３１億円

Ｒ ５当 初 ：０．４億円（事業費）

《位置図》

《路線位置図》

や ま と 《現地状況写真》

・道路の地下空間を活用して電力線、通信線等を
まとめて収容する手法

・電柱の倒壊による道路閉塞の事例

ふじわらちょう

大和地区電線共同溝

（出展：国土交通省HP）

《整備の必要性》 《電線共同溝とは》

さ せ ぼ やまとちょう

写真

国道３５号
大和地区電線共同溝

至：佐賀県有田町

国土地理院地図を加工して作成

継続

至：佐々町

長 崎 県

※工事着手前

さ せ ぼ
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